
中学校 第３学年 社会科 公民的分野

日本でもこども基本法が成立、こども家庭庁が発足し、
子どもの権利の実現を推進している。子どもや若者が、
自分の意見を伝え、政策づくりに参加できる取り組みも
行っていることなどを紹介。「　 こども若者★いけんぷらす」

個
人

グ
ル
ー
プ

全
体

展
開

導
入

終
末

学習活動 指導上の留意点

「基本的人権」について学習内容の振り返りを行う。「子ど
もの権利条約」について、教科書をベースに基本的な知識
の確認を行う。

『「子どもの権利」は、すべての子どもが平等にもつ人権』とい
うことを確認する。
動画「 　  学んでみよう！子どもの権利」を視聴する。

と問いかける。

作成：大阪市立大和川中学校 教諭 小谷拓
指導案

既習内容（日本国憲法：基本的人権の尊重）
と「子どもの権利条約」が関連していることに
ついて気づくように注意する。
既習内容を理解したうえで、「子どもの権利条
約」について主体的に学習するよう促す。

問いについての答えを板書する。

視聴後、どのような背景で条約がつくられた
のか、自分たちにどのような関わりがあるの
かを問いかける。

条文に書かれた権利は、どれも等しく大切で、
優劣はないことを押さえたうえで、これ
までの学習や自身の感覚に基づいて、特に
大切にしたいと思う権利を選ぶよう促す。

自身が発表した“新たな条文”がなぜ必要なも
のだと考えたのか、班で説明できるよう促す。

自由に意見を出し合い、話し合いをすすめる
よう促す。

動画の内容を確認し、「　  子どもの権利条約」一覧を
配布する。

「子どもの権利条約」第１～40条のうち、特に大切にしたい
と思う条文を３つ、理由とともに協働学習ツール等にメモ
で書き出す。

グループで話し合い、クラスで共有する。

“もし新たに条文を加えるなら”、どんな条文にするか、
グループで話し合う。

“新たに加えたい条文とその理由”をクラス内で発表し、
共有する。

「子どもの権利条約」は、なぜつくられたのだろう？

動画「　 学んでみよう！子どもの権利」

「子どもの権利条約」を通して人権について自分ごととして理解し、
持続可能な社会づくりに参画することができる。
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基本的人権と
子どもの権利活動名

https://vimeo.com/995222999?fl=pl&fe=vl
https://vimeo.com/995222999?fl=pl&fe=vl
https://www.unicef.or.jp/kodomo/nani/siryo/pdf/CRCshouyaku/picture.pdf
https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus



